
日本古代史ネットワーク

解明委員会

古代史研究の方法論
（基本レポート：たたき台）

2020年12月5日

丸地 三郎

1



旧石器時代 縄文時代 弥生時代

歴 史 年 代

古墳時代

石器・人骨 石器・土器 石器・土器・金属器・水田 土器・古墳
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8
１次渡来民と初期水田・支石墓 1次渡来民との戦いの補足

雀居遺跡

梅白遺跡

板付遺跡

金隈遺跡

菜畑遺跡

曲り田遺跡

橋本一丁田遺跡
新町遺跡

長野宮ノ前遺跡

志登遺跡

石ヶ崎遺跡

井田用会遺跡

新町・長野宮ノ前遺跡は戦傷者が各２名
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甕棺内の戦傷遺跡（橋口達也「弥生時代の戦い」中ＫⅠ・Ⅱ：早期）

宇木給田遺跡ｘ3

曲り田遺跡 三雲石橋遺跡

三雲石ヶ崎遺跡
潤地頭給遺跡ｘ2

飯氏遺跡ｘ2

周船遺跡

板付遺跡

有田遺跡

吉武大石
遺跡ｘ6

吉武高木
遺跡ｘ3

須玖岡本遺跡

永岡遺跡ｘ2

西小田遺跡
ｘ9

菜畑遺跡

長野宮ノ前遺跡

新町遺跡



２次渡来 直後の戦い ： 新町遺跡では

• 糸島市新町遺跡を訪問

• 弥生早期の支石墓墓域に

甕棺の入る墓域が侵入し

新住民の墓地に置き換わる。
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外の地域の実態を
早良平野の例で確認する。

1
1

早良平野の時代毎の
遺跡分布図で見る。

この書籍中では、
初期の水田稲作
が行われた時期
は、「縄文晩期」
としている。これ
を弥生早期と記
すことあり。

縄文晩期との表
現を残し、使用
する。
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平
原
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：弥生中期
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早良平野の弥生遺跡分布を読む

• 弥生前期の遺跡は、何を意味するのか？

• 縄文時代の遺跡 には、縄文以前の遺跡と、一万年を超える縄文時代の長い長い時代の遺跡と

縄文晩期の初期水田稲作の遺跡が含まれる。

• その全ての縄文遺跡（集落）には、弥生前期の遺跡が重なって現れた。（下図を参照）

 （32.77の遺跡は、縄文のもっと古い時代の遺跡で、弥生時代の痕跡は無い。）

・ 弥生渡来民が、弥生前期に早良平野に入った時、その地域の縄文人の集落を襲い、その集落の地に
弥生集落を築いたものと考えられる。

その結果早良平野では
• 弥生前期・中期と集落が平坦な地域

全体に広がり、水田開発が進み、豊か

な農業地帯となったものと推定。

• 中期には、王が、他の多くの人々とは

違った生活を始め、大きな建物を築いた。

• その王墓は、弥生中期に出たが、その

後は早良平野からは無くなり、福岡平

野に移動する。

• 集落自体は、後期まで継承する。
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弥生初期の土器変遷図
第47回 埋蔵文化財研究集会

弥生文化の成立
－各地域における弥生文化成立期の

具体像－ 発表要旨集
2000年2月11・12日高知城ホール
北部九州における弥生文化の成立

福岡市教育委員会菅波正人氏の図より

• １次渡来民が使用した夜
臼I式・夜臼IIa式・夜臼式
IIb式は、ある段階から、

• 同時期に、

• 全ての場所で、

2次渡来民の遠賀川式
土器(板付II式)に置き換
わった。

• 両方式が並存する時期が
あることから、この変換期
には、

• 全員抹殺ではなく、

• 多くの住民（特に土器を
製作した女性達）は、生
き延びたもの

と推察する。
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